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新発田市教育支援センター車野校（新潟県新発田市） 
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適応指導教室「ハートフルスクール」 

自治体 敦賀市 

旧学校名 赤崎小学校（令和３年３月廃校） 

運営 敦賀市（転用） 

維持管理 敦賀市 

 

初期投資 移転関係経費 410万円 

施設整備 

（修繕、電話設備新設、樹木伐採など） 

備品・消耗品購入 

その他 指定避難所に指定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

旧施設の老朽化、また当小学校は社会体育施設・

避難所・選挙会場として利用されており、管理者

の必要性が求められていた。地元三区長の賛同も

得られ、令和 5年 10月に移転。これにより学習環

境が向上し、体育や実験などの活動を充実させる

ことが可能となった。通室の児童・生徒は野菜作

りや調理実習、生き物の飼育、各種スポーツなど

にも取り組む。また、児童・生徒と保護者を対象

に、カウンセラーらによる教育相談も実施してい

る。 

令和 6年 10月からは、市文化振興室の分室とし

ても利用。 
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全天候型遊戯施設「あそぼっさ」 

自治体 あわら市 

旧学校名 吉崎小学校（平成２８年３月休校） 

運営 （一社）蓮如の里 吉崎（無償貸与） 

維持管理 あわら市 

※周辺除草は一社に委託（年二回） 

初期投資 クラウドファンディング 100万円 

市補助金 80万円／年 

施設整備 

（遊具の整備、子供用トイレ改修など） 

その他 指定避難所に指定 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

休校から 6年経過した令和 4年より、卒業生ら

地域住民で結成された「（一社）蓮如の里 吉崎」

が全天候型遊戯施設を整備し運営をしている。 

初年度の利用者は約 6800 人、口コミで徐々に

広がり令和 5 年度の利用者は約 9700 人。年間目

標の 1万人を目指す。 

旧幼稚園だった場所は未就園児エリアとして

活用している。そのほか、図書室やランチルーム

の利用も可能。 
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なみまち CAFE、なみまちラウンジ 

自治体 あわら市 

旧学校名 波松小学校（平成２８年３月休校） 

運営 （一社）なみまち（無償貸与） 

維持管理 あわら市 

 
 

初期投資 市補助金 190万円（初期投資） 

市補助金 80万円／年（二年目より） 

その他 指定避難所に指定 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

令和元年 7月に地域住民有志による、（一社）な

みまち倶楽部が、なみまちＣＡＦＥをオープンし

た。波松小学校に併設されていた幼稚園の教室をリ

ノベーションし、校長室のソファー、図工室の木製

テーブルなどを再利用している。なみまちＣＡＦＥ

の隣にはなみまちラウンジが併設されており、スピ

ーカーなど音楽室の音響機材を再利用している。 

また、旧小学校校舎では、塩づくり体験ができる。 
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宿泊型体験施設「竹田農山村交流センターちくちくぼんぼん」 

自治体 坂井市 

旧学校名 竹田小学校（平成２2年３月廃校） 

運営 （一社）竹田文化共栄会（指定管理） 

維持管理 （一社）竹田文化共栄会 

※30万円以上の修繕は市 

初期投資 4億 3000万円（改修費用、設備費等） 

（農山漁村振興交付金 1億 6000万円） 

（地域脱炭素推進交付金 2800万円） 

その他 指定避難所に指定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

旧竹田小学校をリノベーションし、体験型宿

泊施設を開設。平成 28年 4月に竹田農山村交流

センターちくちくぼんぼんをオープンした。運

営は（一社）竹田文化共栄会が行っている。 

宿泊クラフト、里山歴史文化体験、冒険、里山

暮らし食育、自然教育等の 40種類以上のプログ

ラムが体験できる。 
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池田農村合宿交流施設「農村 de合宿キャンプセンター」 

自治体 池田町 

旧学校名 池田第三小学校（平成２3年３月廃校） 

運営 株式会社まち UPいけだ（第三セクター） 

維持管理 池田町 
 

初期投資 8千万円（改修費用、設備費等） 

その他 指定避難所に指定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

旧池田第三小学校を町がリノベーションし、合

宿交流施設として開設。平成 28 年 6 月から株式

会社まちＵＰいけだ（第三セクター）が管理運営

を行い農村 deキャンプセンターがオープンした。

スポーツ合宿、音楽合宿、企業研修など多様な利

用が可能。 

池田町の農村や農業、自然や伝統・文化などを

通じて、学び、体感できる学習プログラムもある。 
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漁村体験施設「みさきち」 

自治体 若狭町 

旧学校名 岬小学校、三方中学校岬分校 

（平成２8年 3月廃校） 

運営 若狭町（開設） 

学校法人 金井学園（指定管理・運用） 

維持管理 学校法人 金井学園 

※中規模以上の修繕は町と協議 

初期投資 １億１１９万２千円 

（うち農山漁村振興交付金３８１５万円） 

教室などのリノベーション費用 

指定管理二期目より町からの補助あり 

町補助金 10万円／月＋利用者 500円／人 

その他 指定避難所に指定 

 

 

 

  

 廃校から三ヶ月後の、平成 29 年 9 月に若狭

町と金井学園、西浦地域づくり協議会の三者で

西浦地区交流促進協定を締結し、廃校再生プロ

ジェクトがスタートした。同年、校舎等の改修

を行い、翌年 4月に「遊んで・学んで・泊まれ

る施設」、漁村体験施設みさきちを開設。 

指定管理者、学校法人 金井学園による施設運

営を行っている。 

毎年、高校の部活動合宿やスポーツ少年団、

子ども会の合宿などに利用されている。また、

年一回、福井工大生と地元民の交流を目的とし

たイベントの開催など地域間交流の促進に繋

がっている。 
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▲跡地利用の不成功事例 

 

■旧野津高校（大分県臼杵市） 

臼杵市の旧野津高校（平成２６年３月閉校）の跡地で、複合施設を運営していた市内の農業

法人が開業から半年で事業停止、経営破たんした。この跡地活用事業には市が校舎の改修な

どにおよそ４億円を投じていた。 

 

⇒（その後）跡地の再利用について市民が参加する会議で話し合い。令和７年４月、臼杵市

多世代交流館としてリスタート。 

 

 

■旧三土中学校（兵庫県作用町） 

佐用町と産業用制御機器メーカーである IDEC 株式会社が共同で設立した有限責任事業

組合が平成 29 年 1 月より、ビニルハウス等を建設し、次世代農業モデルプラントとしてブ

ランドトマトの栽培を行ってきた。産官学金連携のモデル事業としても注目されていましたが、

収支状況の改善が難しく、事業継続にあたっては更なる施設・設備の大規模修繕が必要とな

ることなどから、令和 6年 3月 31日をもって事業を一時休止しました。 

 

⇒（その後）施設の有効活用に向けたサウンディング型市場調査（民間事業者との対話によ

る事業可能性調査）が実施されています。 

 

 

■農村 de合宿キャンプセンター（池田町） 

第三セクター事業者が管理運営を行っていたが、事務員の退職、多大な維持管理費を要す

ることを理由に宿泊客の受け入れの停止を決定した。 

 

（参考）初期投資費用           80，000千円 

ランニングコスト（R6実績）  14，600千円 
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